
突然訪れる “もしも” の事態突然訪れる “もしも” の事態
心の備えは大丈夫？心の備えは大丈夫？

　「これからの人生でやってみたいこと」のほか、

元気なときだからこそ、気楽に「“もしも”の話」

をしてみましょう。もしも重大な病気になったり、

要介護状態になったりしたときはどう過ごしたい

のか、日頃から周囲の人と話し合っておくことで、

将来、医療・介護関係者との ACP を始めるとき

自分の考えを伝えやすくなります。

　自分の現在の健康状態や、今後の体調の見通し

などについては、「かかりつけ医」など身近にいる

医療・介護の専門家に相談すると良いでしょう。

専門家としての意見をしっかり聞いた上で、自分

が不安に思っていることや、今後の医療・ケアに

関する希望を率直に伝えることで、より良いACP

を行うことができます。

●　「最後まで自分らしく　ACP ってなぁに？」

●　「最後まで自分らしく　”もしも”の時が来たらどうする？」

・営利目的の使用など、貸出をお断りする場合があります。詳しくはお問い合わせください。注意事項
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最期まで 自分らしく

ＤＶＤ「最期まで自分らしく」シリーズ
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